
For Members of the Japanese Orthopaedic Association  
⽇本整形外科学会教育研修講演 ご案内 

 
本会の共催セミナーのうち、次の 5 セッションは⽇本整形外科学会教育研修単位が認められています。 
 ・モーニングセミナー 
 ・ランチョンセミナー1 & 2 
 ・ティータイムセミナー1 & 2 
教育研修単位受付希望の⽅は、下記の御案内に沿って⼿続きをお願いいたします。 
※教育研修講演受講のためだけに⼊場される場合にも、本会への参加費は必要です。 
※学会参加者で単位を必要としない⽅のセミナー参加（聴講）は⾃由です。  

【受講受付】 
じゅうろくプラザ 5 階 総合受付の教育研修単位受付で、受け付けます。 

【申込⽅法・受講⼿続き】 
⽇本整形外科学会の認定教育研修講演の単位登録は IC 会員カードを利⽤して⾏ないます（紙による受講証明書は発⾏
されません）。 
① ⽇整会 IC 会員カードを必ずご持参ください。
② 巻頭に綴じ込みの受講申込書に必要事項をご記⼊のうえ、⽇整会 IC 会員カードに受講料（1 セッションにつき

1,000 円）を添えてお申し込みください。 
※ 受講料の払い戻しはいたしません。また、受講取り消し・変更の⼿続きや領収書の再発⾏もいたしませんのでご
注意ください。 
※本受講申込みは、該当セミナーの席およびお弁当（ランチョンセミナーの場合）の保証ではありません。

③ 受講⼿続き終了後に、受付のカード読取機に会員カードをかざして、出席登録を⾏ってください。 
④ 会期終了後、主催者から出席登録データがコンピューター会社へ送信されます。
⑤ 返信完了後 1 週間程度で、⽇整会ホームページの「単位振替システムへ」の単位取得履歴⼀覧に受講された講演が

表⽰されます。ご⾃⾝で単位振替システムにて、単位の分野および種類の変更していただく必要があります。
⑥ 認定教育研修講演で単位を取得された専⾨医には、学会参加単位が付加されます。

〈⾮専⾨医の⽅へ〉 
① 1 セッションごとに研修⼿帳を教育研修単位受付にご持参ください。
② 申し込み⽅法は専⾨医の⽅と同様です。 
③ 受講終了後、教育研修単位受付にて研修⼿帳をお受取りください。
 
セッション名 時間・会場 演題名・演者名 取得単位 必須分野 受講証希望欄
モーニング
セミナー 

10:45-11:45 
Room 2 

Acetabular Osteotomy for Patients with Hip Dysplasia: 
A Long-Term Result of Rotational Acetabular 
Osteotomy and a Novel Minimally Invasive Osteotomy 
Speaker: Ayumu Kaneuji 

1 N-11 
 
 

 

ランチョン
セミナー1 

11:55-12:55 
Room 1 

How Should We Treat the Mysterious Neck and Back 
Pain? 
Speaker: Tomoaki Toyone

1 N-7 
Re 

 

ランチョン
セミナー2 

11:55-12:55 
Room 2 

Design Rationale of the Vanguard PSRP 
Speaker: Yoshinori Kadoya 

1 N-12 
R 

 

ティータイム
セミナー1 

15:10-16:10 
Room 1 

Operative Strategy for Adult Spinal Deformity -How to 
do Safe Osteotomy and to Prevent Complication- 
Speaker: Yukihiro Matsuyama 

1 N-14-1 
SS 

 

ティータイム
セミナー2 

15:10-16:10 
Room 2 

Cementless Total Hip Arthroplasty: Past, Present, and 
Future 
Speaker: Akihiro Sudo

1 N-11  

 
総受講数  題 x 1,000 円 ＝            円 

ご所属                         ご⽒名                       
 
取得単位：N ⽇整会 S スポーツ医単位 R リウマチ医単位 SS 脊椎脊髄病医単位 Re リハビリ医単位 
必須分野：01 整形外科基礎科学 02 外傷性疾患（スポーツ障害を含む） 03 ⼩児整形外科疾患（先天異常，⾻系統疾患を含む，
ただし外傷を除く）  04 代謝性⾻疾患（⾻粗鬆症を含む）  05 ⾻・軟部腫瘍 06 リウマチ性疾患，感染症 07 脊椎・脊椎疾
患 08 神経・筋疾患（末梢神経⿇痺を含む） 09 肩甲帯・肩・肘関節疾患 10 ⼿関節・⼿疾患（外傷を含む） 11 ⾻盤・股関
節疾患 12 膝・⾜関節・⾜疾患 13 リハビリテーション（理学療法，義肢装具を含む） 14 [14-1] 医療安全・[14-2] 感染対
策・[14-3] 医療倫理・[14-4] 指導医講習会、保険医療講習会、臨床研究/ 臨床試験講習会、医療事故検討会、医療法制講習会、医
療経済（医療保健など）に関する講習会など・[14-5] 医学全般にわたる講演会などで、14-1 〜 14-4 に当てはまらないもの  
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